地域子ども・子育て支援事業点検・評価表資料３

	事業名
	地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）

	対　象
	主に０～２歳までの児童及び保護者

	内　容
	子育て家庭が抱える育児不安等の解消を図るため、相談指導や保護者や子供の交流の場の提供と保育所の地域育児センター事業への支援及び子育てサークル等への支援を行う。

	成　果
	市内３箇所で実施し、子育て世帯が安心して子育てが出来る環境を整え、　　利用者の育児不安等の解消を図ることが出来た。

	量の見込み
	４，３３７人
	実績値
	３，２７６人
	計画評価
	A

	計画値
(目標確保量）
	３か所
	確保量
	３か所
	
	

	予算額
	３５，６７０千円
	決算額
	３５，４６４千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	８
	８
	９
	８

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	１０
	８
	８
	９

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	９
	
	１０

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	９
	７
	
	８

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８
	９
	
	９

	事業評価
	８
	評　　価
コメント
	安心して子育てが出来る環境を整え、育児不安等の解消を図るために必要である。



	次年度以降の方針

	子育て支援センターについて、更に理解を得るため、広報ざまへの掲載やホームページ等により、利用者に向けたＰＲを強化し周知に努めて参ります。
また、子育て世帯に対し魅力的な場所であるため、更に充実した場所になるよう様、他市の施設の状況等も踏まえ改善できる所は改善していきます。



	事業名
	養育支援訪問事業

	対　象
	虐待のおそれやそのリスクを抱える家庭等

	内　容
	子育てに対して不安や孤立感等を抱える家庭や、様々な原因で養育支援が必要となっている家庭に対して、子育て経験者等による育児・家事の援助又は保健師等による具体的な養育に関する指導助言等を訪問により実施することにより、個々の家庭の抱える養育上の諸問題の解決、軽減を図る事業です。

	成　果
	平成２８年度は、対象家庭なし。

	量の見込み
	１２人
	実績値
	０人
	計画評価
	Ａ

	計画値
(目標確保量）
	１２人
	確保量
	１２人
	
	

	予算額
	１，４４７千円
	決算額
	０千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	８
	７
	８
	８

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	７
	８
	７
	７

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８
	６
	
	７

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	７
	９
	
	８

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	７
	７
	
	７

	事業評価
	８
	評　　価
コメント
	この事業の該当世帯がなかったが、
重篤なリスクを抱える家庭に、この事業は必要と考える



	次年度以降の方針

	平成２８年度は、該当世帯がなかったが、次年度は更に、他機関と連携を取り、該当世帯がないか情報を共有し対応していく。




	事業名
	一時預かり（ファミリー・サポート・センター事業）

	対　象
	市民

	内　容
	地域において育児の援助を受けたい人（依頼）と行いたい人（提供）が会員となり、会員同士で相互援助活動を行う。

	成　果
	ファミリ・サポート事業の周知に努め、前年度の313人から338人（+25人）に利用者数が増加した。

	量の見込み
	２１０人
	実績値
	３３８人
	計画評価
	A

	計画値
(目標確保量）
	２１０人
	確保量
	３３８人
	
	

	予算額
	８，６８２千円
	決算額
	７，８１７千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	９点
	７点
	９点
	８点

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	６点
	７点
	８点
	７点

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８点
	５点
	
	７点

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	７点
	９点
	
	８点

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８点
	７点
	
	７点

	事業評価
	７点
	評　　価
コメント
	地域における子育て相互援助活動を支援するために必要性が高い。



	次年度以降の方針

	一時預かりの支援を必要とする人が利用できるよう、広報ざま、ホームページ、各施設でのパンフレット配布に加えて、福祉まつりの来場者などに対しても利用料金など利用方法等を啓発しPRしていく。



	事業名
	子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）

	対　象
	市民

	内　容
	地域において育児の援助を受けたい人（依頼）と行いたい人（提供）が会員となり、会員同士で相互援助活動を行う。

	成　果
	協力会員の確保に努め、前年度の1,099人から1,260人（+161人）に増加した。

	量の見込み
	１，２７１人
	実績値
	１，２６０人
	計画評価
	B

	計画値
(目標確保量）
	１，２８０人
	確保量
	１，２６０人
	
	

	予算額
	８，６８２千円
	決算額
	７，８１７千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	９点
	７点
	９点
	８点

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	６点
	７点
	８点
	７点

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８点
	５点
	
	７点

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	７点
	９点
	
	８点

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８点
	７点
	
	７点

	事業評価
	７点
	評　　価
コメント
	今後も活動を維持し、拡大していく必要がある。



	次年度以降の方針

	協力会員を増やすための広報を積極的に推進するとともに、協力会員になるための講習会を年３回実施し、協力会員確保のための機会を増やしていく。



	事業名
	放課後児童健全育成事業（児童ホーム）

	対　象
	小学生を持つ家庭

	内　容
	保育を必要とする児童を、市の施設で学童保育する。

	成　果
	平成28年度に児童ホームを１ヶ所新設し、前年度の655人から新たに55人の定員増を図ることが出来た。

	量の見込み
	７２３人
	実績値
	６５６人
	計画評価
	A

	計画値
(目標確保量）
	７１５人
	確保量
	７２０人
	
	

	予算額
	１４０，４７２千円
	決算額
	１２８，３８７千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	９点
	８点
	８点
	８点

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	８点
	５点
	８点
	７点

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８点
	８点
	
	８点

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	８点
	８点
	
	８点

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	９点
	９点
	
	９点

	事業評価
	８点
	評　　価
コメント
	増加傾向にある児童ホーム利用者の希望に十分応えられるようにしていく必要がある。



	次年度以降の方針

	ひばりが丘南児童館内で実施しているひばりが丘南児童ホームを、平成３０年４月からひばりが丘小学校内に移転し、小学校内に移すことで児童の安全・安心の確保を図る。
今後も小学校等の協力を得ながら、小学校内への移転を検討、模索していく。

	事業名
	一時預かり事業（保育園）

	対　象
	就学前児童

	内　容
	突発的な事業や育児疲れ等で一時的に家庭での保育が困難となる子育て世帯に対して、保育所で一時的に保育を行う。

	成　果
	市内保育園６園で実施

	量の見込み
	７，１４０人
	実績値
	３，９９９人
	計画評価
	Ａ

	計画値
(目標確保量）
	６か所
	確保量
	６か所
	
	

	予算額
	２０，０１３千円
	決算額
	１４，３７７千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	１０
	１０
	８
	９

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	１０
	１０
	６
	８

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	１０
	
	１０

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	１０
	
	１０

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	１０
	
	１０

	事業評価
	９
	評　　価
コメント
	一時的に保育を必要とする世帯の負担を軽減することができた。



	次年度以降の方針

	平成２９年度に１施設、平成３０年度に１施設増設を予定しています。また、次年度以降も、保育実施事業者に一時預かり事業の必要性を説明し、事業の拡充に協力を求めていきます。

	事業名
	一時預かり事業（幼稚園）

	対　象
	就学前児童

	内　容
	突発的な事業や育児疲れ等で一時的に家庭での保育が困難となる子育て世帯に対して、幼稚園で一時的に保育を行う。

	成　果
	市内幼稚園９園で実施（市の一時預かり事業は４園）

	量の見込み
	２２，４７２人
	実績値
	３１，５６８人
	計画評価
	Ａ

	計画値
(目標確保量）
	８か所
	確保量
	９か所
	
	

	予算額
	１２，５１４千円
	決算額
	７，９８１千円



	各視点からの評価

	必要性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	１０
	１０
	８
	９

	効率性について
	基準①
	基準②
	基準③
	評価

	
	１０
	１０
	６
	８

	有効性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	１０
	
	１０

	公平性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	１０
	
	１０

	優先性について
	基準①
	基準②
	
	評価

	
	１０
	１０
	
	１０

	事業評価
	９
	評　　価
コメント
	幼稚園在園児を対象に、幼稚園終了後などに、一時的な保育を必要とする世帯の負担を軽減することができた。



	次年度以降の方針

	現在、市内にある私立幼稚園全園で一時預かりを実施しています。
また、教育実施事業者に一時預かり事業の必要性を説明し、事業の拡充に協力を求めていきます。
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